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このことについて、令和５年11月11日（土）・12日（日）に開催する第４６回全国育樹祭に対し、農林中
央金庫（関東業務部長 黒川 勝博）から協賛の申し出があり、下記のとおり協賛物品の贈呈式を開催し
ましたので、ご案内いたします。 
 

記 
 
１ 日 時 

令和５年10月18日（水）13時00分～13時20分 
 

２ 会 場 
茨城県庁 横山副知事応接室 

 
３ 出席者 
  農林中央金庫（協賛者） 
   関東業務部茨城県担当部長  岩崎 哲也（いわさき てつや） 
  茨城県森林組合連合会（協賛物品（木製ベンチ）の製作者） 
   代表理事専務        佐藤 信聡（さとう のぶとし） 
  第４６回全国育樹祭茨城県実行委員会 
   副会長 茨城県副知事     横山 征成（よこやま まさなり） 
 
４ 内 容 
  第４６回全国育樹祭に対する200万円相当の協賛物品（※）贈呈 
 (1) 開会 
 (2) 協賛者あいさつ 

   ・農林中央金庫 関東業務部茨城県担当部長 岩崎 哲也 

   ・茨城県森林組合連合会 代表理事専務   佐藤 信聡 
 (3) 協賛物品（目録）贈呈 
(4) 農林中央金庫へ感謝状贈呈 
(5) 横山副知事あいさつ 
(6) 懇談・閉会 

  ※茨城県産材を活用した木製ベンチ、ペントレイ付きスマホスタンド及びＩＤカー 

   ドホルダー 
 
５ 協賛物品の使途 
 (1) 木製ベンチ 

  第４６回全国育樹祭の開催を記念して、式典会場であるアダストリアみとアリー
ナに設置する。 

 (2) ペントレイ付きスマホスタンド 
   式典行事参加者に記念品として配布する。 
 (3) ＩＤカードホルダー 
   大会関係者に配布する。 
 

農林中央金庫からの協賛物品の贈呈式を開催しました 

【報道関係者各位】 
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６ 出席者あいさつ要旨 

 (1) 岩崎 農林中央金庫関東業務部茨城県担当部長 

   弊行は、農林水産業の協同組合を基盤とする金融機関として、農林水産業の振興や

社会貢献に取り組んでいる。森林・林業分野においては、森林組合系統と連携し、木

製品の寄贈などを通じて、木のぬくもりや森林の大切さを伝える取組みを行っている。 

   茨城県においても約８年間この活動に取り組んでおり、今年４月には、茨城県森林

組合連合会のご協力により、つくばねオートキャンプ場に県産材を使ったテーブルと

ベンチ、国産材を使った料理用のヘラを寄贈させていただき、キャンプの利用者に木

材に親しんでいただいた。 

  また、弊行は、植樹祭については第６７回から、育樹祭については第３２回から協

賛しており、今回の第４６回全国育樹祭については、県産材を利用した木製ベンチと

ペントレイ付きスマホスタンド、IDカードホルダーを寄贈させていただく。スマホス

タンドについては、式典参加者の方に配布を予定しているので、実際に手に取ってい

ただけるとありがたく思う。 

  そのほか、育樹祭当日はおもてなし広場へ出展し、民有林の再生を行うための「農

中森力基金」の紹介や、昨今注目を浴びている森林由来のJクレジットの発行から販

売までをサポートする「FC BASE」を紹介させていただくので、ぜひ足を運んでほし

い。 

 

 (2) 佐藤 茨城県森林組合連合会代表理事専務 

  2015年度から農林中央金庫と連携して、社会の貢献を目指した県産材の利用拡大活

動に取り組んでおり、近年では鹿島臨海鉄道の大洗駅、道の駅かさま、つくばねオー

トキャンプ場への木製品の寄贈等を行ってきた。 

  茨城県は林野率が30％で、森林面積が比較的少ない県ではあるが、八溝山、筑波山

系を中心に優良なスギ、ヒノキが生産されており、全国的にも高く評価されている。

また、丸太の生産量は、関東地区では栃木県に次ぐ２番目である。 

   今回、農林中央金庫から寄贈される木製品を全国育樹祭の参加者に使っていただく

ことにより、茨城県産木材の良さをPRできれば大変ありがたい。 

   本会としては、今後も農林中央金庫と連携した取組みにより、県産木材の良さを広

くPRしていくほか、今回の育樹祭のコンセプトのひとつである「未来につながる 新

しい林業」の実践に向け、森林組合系統を挙げて行動していきたいと考えている。 

 

 (3) 横山 副知事 

  このたびは格別のご賛同をいただきありがたく思う。全国に向けてのイベントなの

で、茨城の魅力と林業について発信できるよう努力したい。 

   茨城県は林野率が低く、面積も大きくないが、生産量が高い。消費地の近さや山へ

の入りやすさなどの優位性を活かし、育樹祭のテーマで「未来」と謳っているとおり、

持続可能な形で林業を続けることが森を守ることだと思うので、そういう取組みをし

ていくよう県政も進めるし、今回、特に力をいれて情報発信していきたいので、皆様

にご協力をいただきながらイベントを成功させるよう努力したい。 

   時間があると思っていたが、本番まであと少しとなり、最後の詰めの準備を行って

いる。引き続きご支援、ご協力をお願いしたい。 
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７ 開催写真 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【本件に関するお問合せ先】 

 茨城県農林水産部 林政課 全国育樹祭推進室 担当：鳥羽・川上 

  電話：029-301-4018 FAX： 029-301-4039 MAIL：ikujusai@pref.ibaraki.lg.jp 

▲目録の贈呈 
（左から岩崎茨城県担当部長、 
 横山副知事） 

▲感謝状の贈呈 
（左から岩崎茨城県担当部長、 
 横山副知事） 

▲記念撮影 
（左から岩崎茨城県担当部長、 
 横山副知事、佐藤代表理事専務） 


